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　　◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇杉並消防防災マガジン【Vol.51(2009.9.1)】◆◇◆◇
～皆さんこんにちは、杉並消防防災マガジンです～
　　　　　　　　　　　　　　　　杉並消防署　電話番号　03－3393－0119
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
----------------------------------------------------------------------
◎　杉並消防署からのお知らせ　
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救急の日　　　平成２１年９月９日（水）
救急医療週間　平成２１年９月６日（日）～９月１２日（土）まで
推進標語　　　「覚えよう　命をつなぐ　応急手当」
（作者　塩野 竜司さん　北区）
（１）「救急の日」・「救急医療週間」
毎年９月９日を「救急の日」、救急の日を含む一週間（日曜日から土曜日）を「救急医療週間」と定めています。
東京消防庁でも「救急の日」と「救急医療週間」を中心に、都民のみなさんに救急業務への理解と認識を深めていただくために、様々な行事を実施します。
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（２）　平成２０年中の救急活動
救急業務は、公共性・緊急性が高いことから、都民の皆さんに公平かつ適正に利用していただくことが大切です。
東京消防庁の救急出場件数は、平成２０年中は６５万３,２６０件でした（表１参照）。
表１　平成２０年中の救急活動概要
	出場件数
	　６５３,２６０　件

	搬送人員
	　５８３,０８２　人

	１日平均
	１,７８９　件

	出場頻度
	４８秒に１回の割合で出場


　　１日平均１,７８９件、４８秒に１回の割合で救急車が出場していることになります。
救急車を利用する理由の中には、「優先的に診てくれると思ったから」（「消防に関する世論調査」平成２０年１１月）というものがあります。｢救える命｣を救うためにも、救急車は緊急性があるときに利用するようお願いします。
（３）　バイスタンダーによるＡＥＤの効果
平成１６年から医療従事者以外の方によるＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用が認められ、最近では、バイスタンダー（救急現場に居合わせた人）による積極的なＡＥＤの使用事案も増加し、その効果は顕著に表れています。ＡＥＤの使用方法が救命講習の内容に組み込まれた平成１７年と平成２０年を比較すると、２０倍を超える方々が回復しています（表２参照）。
いつ、どこで出会うかもしれない緊急の現場で、一人でも多くの人が救われるよう、応急手当を身につけましょう。
表２　バイスタンダーがＡＥＤを使用し除細動を
実施した件数と回復率 （東京消防庁管内・速報値）
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サポートＣａｂ   はこのマークが   目印です。  
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　平成２０年中、バイスタンダーがＡＥＤを使用して除細動を実施した１１０件を、場所別にみたものが表３です。最も多く実施された駅をはじめ、ＡＥＤは現在、様々な場所で設置が進んでいます。必要になった場合に慌てることのないよう、身近に設置されているＡＥＤの位置を確認しておきましょう。
表３　バイスタンダーにより除細動を実施した場所別の人数
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（４）　バイスタンダーの奏効事例について
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実際にバイスタンダーが、応急手当を行い、尊い命を救った事例を紹介します。
このように緊急の事態に遭遇した場合、適切な応急手当が実施できるように、日ごろから応急手当に関する知識と技術を身につけておくことが大切です。
（５）　救命講習について
前回の講習修了後、２年から３年が経過されている方、また、救命講習を受けたことのない方は、これを機会に救命講習を受講し、尊い命を救うため、新たな応急手当の方法を身につけましょう（表４参照）。
表４　主な講習会の種別
	講習の種別
	講習内容

	普通救命講習
（３時間）
	心肺蘇生（ＡＥＤを含む成人に対する方法）を中心に学ぶコース

	普通救命（自動体外式除細動器業務従事者）講習（４時間）
	普通救命講習の内容にＡＥＤの知識の確認と実技の評価が加わったコース

	普通救命再講習
（２時間２０分）
	前回の普通救命受講日から３年以内に再度受講するためのコース

	上級救命講習
（８時間）
	ＡＥＤを含む救命手当のほかに、けがの手当や搬送方法を学ぶコース

	上級救命再講習
（３時間）
	前回の上級救命受講日から３年以内に再度受講するためのコース

	応急手当普及員講習
（２４時間）
	普通救命講習、普通救命（自動体外式除細動器業務従事者）講習の指導要領を学ぶためのコースです。

	応急手当普及員再講習
（３時間）
	前回の応急手当普及員講習受講日から３年以内に再度受講するためのコース

	○　講習内容をマスターした方には、認定証を交付します。
○　講習に関する問い合わせ先
· 東京消防庁管内の消防署、消防分署、消防出張所
· 財団法人東京救急協会　
〒102－００８３　千代田区麹町一丁目１２番 麹町合同庁舎内　　
電　話 　　０３（５２１６）９９９５
講習受付　 ０３（５２７６）０９９５（平日午前９時～午後４時）
· 東京消防庁ホームページ（http://www.tfd.metro.tokyo.jp）
（ホームページ内を以下のメニューに沿って進んでください。）
⇒「試験・講習」⇒「応急手当講習」
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（６）　救急車の適正な利用について
救急車は、救急要請場所から最も近い出場可能な救急車が出場しますが、救急出場が増えると、遠方から救急車が来ることになります。救急車が到着するまでに時間がかかると、「救える命」が救えなくなる可能性もあります。救急車は、真に緊急性のあるときに利用するものです。また、救急車は皆さんの医療資源であり、適正に利用していただくことが大切です。
[image: image28.emf]
（７）　東京消防庁救急相談センター
急な病気やケガをした場合に、「救急車を呼んだほうがいいのかな？」、「今すぐ病院に行ったほうがいいのかな？」など迷った際の相談窓口として、「東京消防庁救急相談センター」を開設しています。東京消防庁救急相談センターでは、これらの相談に、相談医療チーム（医師、看護師、救急隊経験者等の職員）が、２４時間・年中無休で対応しています。
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・その他の医療機関案内について
[image: image31.emf]　医療機関案内については、前記の救急相談センターのほかに、下記の
機関でも同様のサービスを行っています。
○最寄りの消防署や消防分署、消防出張所
○東京消防庁ホームページ　（http://www.tfd.metro.tokyo.jp）
○東京消防庁モバイルホームページ
（http://www.tfd.metro.tokyo.jp/mob）
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○東京都医療機関案内サービス
（通称：ひまわり　電話番号：０３－５２７２－０３０３）
他にも、区市町村によっては、独自に夜間・休日診療体制を実施している区域もあります。自治体の広報紙又はそのホームページ等でお知らせしていますので、あらかじめ休日診療病院等の所在地・道順・電話番号などを確認しておきましょう。
（８）　患者等搬送事業者（民間救急）の搬送サービスの利用について
病院から他の病院への転院搬送や入院、退院、通院などの際に寝台や車椅子で移動が必要なときは、東京民間救急コールセンターにお問い合わせください。
東京民間救急コールセンターでは、最寄りの民間患者搬送サービス（患者等搬送用自動車・サポートＣａｂ）を案内しています。搬送費用は有料となります。
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（９）　救急搬送トリアージの本格運用
～救急搬送トリアージの概要～
救急搬送トリアージ基準により、緊急性が認められないと判断された事案については、自らの受診を促し傷病者の同意を前提に不搬送とすることで、早期の再出場体制を確保します。
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（杉並消防署管内８月３１日現在）
　　火災件数　　：　　　　８８件（昨年同時期比　　  　　－１件）
　　救急出場件数： １１,６１５件（昨年同時期比　  　－１７５件）
◆◇◆◇◆◇◆防災に関する情報はホームページでも提供しています。◆◇◆◇◆
　　◎東京消防庁ホームページ　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/
　　◎杉並消防署ホームページ　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-suginami/
　　メールマガジンに対するご意見、ご要望をお待ちしております。あて先は次のとおりです。
杉並消防署（E-mail：suginami@tfd.metro.tokyo.jp）
※　上記E-mailへ書き込みでの災害通報は、１１９番通報とはなりません。ご注意ください。
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当庁では、心肺蘇生をはじめとする応急手当を都民に普及させ、救急業務に対する都民の意識を啓発するため、救急医療週間中に、都民参加型の救急セミナーを行います。





テーマ：～覚えよう　命をつなぐ　応急手当～





実施日時：平成２１年９月９日（水）


午前の部　９時３０分～１２時３０分


午後の部　1４時００分～１７時００分


　※午前の部・午後の部とも定員５００名





場　　所：駒沢オリンピック公園総合運動場　体育館


世田谷区駒沢公園１－１


東急田園都市線　駒沢大学駅　徒歩１５分


対象者：都内在住、在勤、在学の方


内　　容：普通救命講習、普通救命再講習のカリキュラム


　　　　　　　　救急セミナー修了後、認定証を交付します。


※上級救命再講習を午前の部と同時開催いたします。�　　　　　　詳しい内容は、下記お問い合わせ先まで。


教材費：普通救命講習（１，４００円）


普通救命再講習（１，２００円）　上級救命再講習（１，６００円）


　申し込み：事前に申し込みが必要です。


お申し込みは、平成２１年８月３１日（月）までにお願いします。


　申し込み先：個人でのお申し込み…財団法人東京救急協会


電話　０３－５２７６－０９９５（平日９時から１６時まで）


団体でのお申し込みと、本セミナーに関するお問い合わせ


…東京消防庁 救急部救急指導課 救急普及係　担当　�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やなた),梁田)�　斎藤


　　　　　　　電話　０３－３２１２－２１１１（内線）４６２５、４６２６
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※　医療機関内の発生を除く
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バイスタンダーによる除細動実施件数　








医療機関到着前に心拍が再開した件数　
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【事例】


　電車内で３０歳代の男性が座ったまま意識を失いました。近くにいた乗客が声をかけたところ、反応がなく普段どおりの息をしていなかったため、駅員と協力して直ちにホーム上へ移動し、心肺蘇生を実施しました。また、駅に備え付けられていたＡＥＤの電極パッドを倒れた男性の胸に貼りました。ＡＥＤによる電気ショックが必要な状態であったため電気ショックを実施した結果、救急隊が到着したときには、意識と呼吸と脈拍が回復していました。














もしもの時のために、救命講習を受講しよう！！





新規講習受講者





再講習受講者





講習を受講して、一定のレベルに達すると東京消防庁消防総監の技能認定証（３年間有効）が交付されます。
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STEP 1


認定年月日を確認


（３年以上経過していないかな？）





STEP 2


近くの消防署または（財）東京救急協会に講習開催日を確認





STEP 3


各再講習を受講して


復習＆STEP UP!!





緊急性あり





救急相談センター業務内容（平成19年6月1日運用開始）





医療機関案内





福祉保健局等の窓口を案内





救急車で搬送





緊急性なし


	





緊急性あり





救急相談以外


の相談





・　症状に基づく、緊急性の有無のアドバイス


・　受診に関する


アドバイス


・　応急手当に関する


アドバイス





医師


・相談業務における医学的判断プロセスの監督と最終決定





救急相談





通信員


・電話の受付


・医療機関の案内





受付電話番号


＃７１１９





救急車を呼んだ方がいいのかしら？ 





病院に行ったほうが　いいか教えてほしい！ 





看護師


・救急相談への対応





モバイルホームページへは上の二次元コードからもアクセスできます。
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ＰＨＳやＩＰ電話などからは、つながらない場合があります。その場合は　


０３－３２６２－００３９　におかけ直しください。（受付時間：9時～17時・年中無休）





＜コールセンターに電話の際は、以下の事項を伝えてください。＞


転院、通院、入退院等、患者等搬送用自動車の利用目的


出発地及び目的地の場所


患者等搬送用自動車を利用する日時（当日でも予約可能です。）


申し込みをした方の名前と電話番号


（この後、最寄りの事業者から確認の電話連絡が入ります。）





＜こんな時に利用されています＞


病院や診療所への通院、転院


入退院、一時帰宅


自宅から駅、空港への搬送











福祉施設への搬送


リハビリ施設等への搬送
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寝台（ストレッチャー）や車椅子のままご利用される場合など





（救命手当の技能を持つ運転手が乗務するタクシー）
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コールセンター


受　　付
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　救急搬送トリアージの概要
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出 場 指 令





１１９番通報受信





１１９番通報
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従来どおり出場





出場





救急現場


【現場処置】





　緊急性が認められる。





緊急性が認められない。





�





緊急度判断（救急搬送トリアージ）


基準の適用





�





※基準の適用に際しては、必要に応じ救急隊指導医との連携を図ります。





自力受診をお願いしております。必要により、医療機関案内、東京民間救急コールセンターを紹介します。








同 意 無 し
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同 意 あ り





医療機関情報提供
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自家用車、公共交通機関等





�
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救 急 搬 送





自力受診





東京民間救急


コールセンター
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患者等搬送用自動車
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東京消防庁


救急相談センター





東京民間救急コールセンターでは、患者等搬送用自動車、サポートCabを案内しています。





医療機関





サポートＣａｂ
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